
付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

３０年度 計

円 円 円 円 円 円

3,065,040 3,065,040

交付金額 3,065,000 3,065,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

なし

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（教育文化施設：行橋市泉公民館）整備事
業

　行橋市長

　行橋市泉

　行橋市の泉公民館では、雨天時に多目的室に雨漏りが生じ、施設利用に
多大な支障が生じている状況である。

　本事業で屋上防水工事を行うことで施設の機能及び利用環境の向上を図
る。

　屋上防水工事一式

　平成３０年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

　改修後、利用者および管理者へヒアリングを実施した結果、「利用前の雨
水の清掃、乾燥待ちなど不要な手間が減って大変助かっている」、「講座前
に雨天の心配をせずによくなって、快適に利用ができるようになった」等の意
見が寄せられており、利用者の安心安全を確保でき、利用環境の向上に寄
与することができた。
　
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業により整備した旨を本市の
ホームページに掲示し利用者への周知を行った。

なし



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

３０年度 計

円 円 円 円 円 円

6,243,480 6,243,480

交付金額 5,465,000 5,465,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

なし

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（教育文化施設：稗田公民館）整備事業

　行橋市長

　行橋市前田

   行橋市の稗田公民館では、雨天時に多目的室に雨漏りが生じ、施設利用
に多大な支障が生じている状況である。

   本事業で屋上防水改修工事を行うことで施設の機能及び利用環境の向
上を図る。

防水改修　一式

　平成３０年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　防水改修後、利用者および管理者へヒアリングを実施した結果、「雨天時
の清掃、掃除、片付け及び転倒への危惧など不要な手間や心労が減って大
変嬉しく思う」、「雨漏りの心配がなくなり快適に利用ができるようになった」等
の意見が寄せられており、利用者の安心安全を確保でき、利用環境の向上
に寄与することができた。

　また、工事着手前に公民館の掲示板に特定防衛施設周辺整備調整交付
金事業により防水改修工事を行う旨掲示し、工事完了後は本市のホーム
ページに同旨を掲示し利用者への周知を行った。

なし



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の
目標

補助事業の内容

補助事業の始期及
び終期

30年度 計

円 円 円 円 円

5,222,533 5,222,533

交付金額 4,800,000 4,800,000

補助事業の成果及
び評価並びに地域
住民への周知の実
施状況

事業の改善措置及
び今後の対応

事業の評価に際し
ての第三者機関の
活用の有無

なし

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（教育文化施設：小学校教室改修工事・備品
購入）整備事業

　行橋市長

　行橋市大橋二丁目17番1号　行橋小学校　他１校

　児童数の増加に伴い、次年度において行橋小学校及び今川小学校の普
通教室が不足することとなった。

　このため、それぞれの小学校において特別教室を普通教室に改修する
とともに必要な備品を整備することで、学校教育の円滑な実施の確保を
目標とする。

　教室改修（普通科教室）　2教室
　備品購入（児童用机・椅子等）　一式

　平成３０年度

事業費及び交付金
額

事業費

　改修後、教職員にヒアリングを行ったところ、「普通教室としての機
能が確保されており、円滑に授業が実施できている。」との意見が、ま
た、児童にヒアリングを行ったところ、「机と椅子が新しいのでうれし
い。」等の意見が寄せられており、学校教育の円滑な実施の確保に寄与
することができた。

　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業により整備した旨をホー
ムページに掲載し、地域住民への周知を行った。

なし





付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 計

円 円 円 円 円 円

4,446,000 367,000 18,844,000 6,717,000 30,374,000

交付金額 4,446,000 367,000 18,844,000 6,717,000 30,374,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　事業完了後アンケート調査を行った結果、地域住民から「見通しがよくなっ
た」、「離合がしやすくなった」等の意見が寄せられており、車両の通行を容
易にし、地域住民の安全性を確保することができた。

　また、工事看板に「特定防衛施設周辺整備調整交付金事業（防衛省）」と
明記し、地域住民及び付近の道路を走行する車両に周知した。

なし

なし

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

築城飛行場関連公共用施設（交通施設：小迫・覗線）整備事業

行橋市長

行橋市大字道場寺

　当該路線は、地元住民の重要な生活道路であるが平均幅員が狭く、車両
の離合や緊急車両の通行に支障を来している。

   そこで、道路幅員を5.0ｍに拡幅することで、離合困難な状況を解消するこ
と及び歩行者の安全性の向上を図る。

改良工事　L=215.9m、W=5.0m

平成２７年度～平成３０年度



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

３０年度 計

円 円 円 円 円 円
14,615,000 14,615,000

交付金額 14,615,000 14,615,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　事業完了後アンケート調査を行った結果、地域住民から「渋滞がすくなく
なった」、「離合がしやすくなった」等の意見が寄せられており、車両の通行を
容易にし、地域住民の安全性を確保することができた。

　また、工事看板に「特定防衛施設周辺整備調整交付金事業（防衛省）」と
明記し、地域住民及び付近の道路を走行する車両に周知した。

なし

なし

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

築城飛行場関連公共用施設（交通施設：野々中・石仏線）整備事業

行橋市長

行橋市大字道場寺

　当該路線は、地元住民の重要な生活道路であるが、幅員が狭く（平均
w=5.0m程度）、車両の離合や歩行者の通行に支障を来している。
 
   そこで、道路幅員を7.0mに拡幅することにより、離合困難な状況を解消す
ること及び歩行者の安全性の向上を図る。

改良工事　L=53.5m、W=7.0m

平成３０年度



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２９年度 ３０年度 計

円 円 円 円 円 円

2,030,400 3,776,000 5,806,400

交付金額 2,016,000 3,690,000 5,706,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　成果の目標の達成状況について、排水路周辺の住民にヒアリング（アン
ケート）を行ったところ、事業完了からこれまでの間に、台風の直撃や大雨は
なかったが、降雨の際に水路の排水状況が改善されたなどの意見が多数で
あり、地域住民の生活環境が改善されたと評価する。
　また、工事着手前の回覧板及び工事看板に「特定防衛施設周辺整備調整
交付金事業(防衛省)」と明記し、地域住民及び付近の道路を走行する車両
に周知した。

無

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

築城飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：前田川排水路）整備事業

行橋市長

行橋市大字稲童

　当該河川につながる排水路が整備されておらず、大雨のたびに排水路沿
いの住民が冠水に見舞われている。
 そこで、排水路の整備を行うことにより道路冠水を防除し、地域住民の生活
環境の改善を図る。

排水路整備　L=74.9m

平成２９年度～平成３０年度



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

３０年度 計

円 円 円 円 円 円

9,278,000 9,278,000

交付金額 9,278,000 9,278,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：迫田・小堤原線）整備事
業

行橋市長

行橋市大字道場寺

　排水路が整備されておらず、大雨のたびに道路が冠水する状態である。そ
こで、排水路の整備を行うことにより道路冠水を防止し、地域住民の生活環
境の改善を図る。

排水路整備　L=212.2m

平成３０年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　成果の目標の達成状況について、排水路周辺の住民にヒアリングを行った
ところ、事業完了からこれまでの間に、台風の直撃や大雨はなかったが、降
雨の際に水路の排水状況が改善されたなどの意見が多数であり、地域住民
の生活環境が改善されたと評価する。
　また、工事着手前の回覧板及び工事看板に「特定防衛施設周辺整備調整
交付金事業(防衛省)」と明記し、地域住民及び付近の道路を走行する車両
に周知した。

無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２６年度
まで

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 計

円 円 円 円 円 円

23,469,810 6,650,640 6,511,320 6,529,680 6,525,360 49,686,810

交付金額 23,000,000 6,500,000 6,500,000 6,500,000 6,500,000 49,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

　地域住民より「設置により、防犯及び交通等が安全になった」との意見が寄
せられ、地域住民の生活環境の改善に寄与することができた。

　また市ホームページに「特定防衛施設周辺整備調整交付金事業」により防
犯灯を新設、取替えした旨を掲載し、市民に周知している。

なし

なし

平成２３年度から平成３３年度まで

防犯灯新設・取替工事（新設５６灯、取替１５１灯）

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：防犯灯）整備事業

行橋市長

行橋市　仲津校区ほか

　経年による劣化・腐食等により機能に支障を来している防犯灯の取替え及
び未整備箇所への新設を行い、生活道路や通学路の夜間における犯罪や
事故を抑止し、住民の安心安全を確保する。

防犯灯の設置数及び事業進捗率
平成３０年４月１日現在　１２７６灯  ６７．３３％



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

30年度 計

円 円 円 円 円

12,598,200 12,598,200

交付金額 12,000,000 12,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

なし

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：南部都市下水路）整備事
業

　行橋市長

  行橋市北泉一丁目外

　 当該下水路は、大雨時に周辺の浸水を防ぐために整備されたものである。
整備から３０年余りが経過し、当時整備した転落防護柵が老朽化しており、柵
の高さも１ｍ程度しかないため通学中の小中学生や自転車通学中の高校生
が水路に転落するのではないか、雨天時は水路が増水するので万が一児童
が転落したら大事故になると周辺住民や学校から不安の声が寄せられてい
る。

   今回更新をすることによって、柵の高さを増し、周辺住民の安心、安全に寄
与したい。

　防護柵更新　L=845.6m

　平成30年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

　防護柵が整備されたことで、地域住民や小学校から「安心して通行
ができるようになった。特に、登下校時の不安が取り除かれた。」と
の意見が寄せられており、地域住民の安心・安全の向上が図れた。

　また、工事着手前においては、地域住民に対し本事業が特定防衛施
設周辺整備調整交付金事業（防衛省）である旨回覧板で周知し、工事
中においては工事看板で同旨を周知した。

なし



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成
３０
年度

計

円 円 円 円 円 円
34,331,040 34,331,040

交付金額 34,331,000 34,331,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

なし

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（社会福祉施設：総合福祉センター）整備
事業

　行橋市長

　福岡県行橋市大字中津５０１番地

　総合福祉センターは建設後２２年を経過し、屋根及び外壁に浮きや雨漏
り、腐食等が生じている。
　
　経年劣化による老朽化部分の改修を行うことにより、施設利用者が安全、
安心して利用できる環境を確保する。

屋根改修一式、外壁改修一式

　平成30年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

　改修後、利用者および管理者へヒアリングを実施した結果、「本改
修工事の実施により、屋根については「雨漏り」及び「湿度の上昇」
の防止、外壁については、「タイルの剥離の危険性」が払拭でき
た。」との意見が得られたことから、「利用者が安全、安心して利用
できる環境の整備」、「施設の耐久性の向上」及び「美観の確保」に
つながったと評価する。

　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業（防衛省）により整備
した旨を施設出入り口２箇所に掲示し、利用者への周知を行った。

なし



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成
３０
年度

計

円 円 円 円 円 円
3,898,800 3,898,800

交付金額 3,552,000 3,552,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

なし

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（社会福祉施設：総合福祉センター
（駐車場整備））整備事業

　行橋市長

　福岡県行橋市大字中津５０１番地

　総合福祉センター駐車場については、駐車場面積のうち約半分が未舗装
のため、高齢者・障害者・ベビーカーの利用時や、各種イベント開催時に来
館者の転倒の危険性が生じており、また、雨天時の排水も良くないため、ア
スファルトによる舗装及び側溝の改修を行い、バリアフリー化を図ると共に、
スムーズな排水ができる環境を整備する。

駐車場改修一式

　平成30年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

　改修後、利用者および管理者へヒアリングを実施した結果、本改修
工事の実施により、「ベビーカーを押しやすくなった。」、「つまづ
くことが無くなった。」、「（区画線が引かれたので）駐車場所がわ
かりやすくなった。」との意見が得られたことから、「利用者が安
全、安心して利用できる環境の整備」、「施設の耐久性の向上」及び
「美観の確保」につながったと評価する。

　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業（防衛省）により整備
した旨を駐車場出入り口３箇所及び場内１箇所に掲示し、利用者への
周知を行った。

なし



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成
３０
年度

計

円 円 円 円 円 円
4,071,600 4,071,600

交付金額 4,066,000 4,066,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

なし

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（社会福祉施設：総合福祉センター
（照明設備））整備事業

　行橋市長

　福岡県行橋市大字中津５０１番地

　総合福祉センター多目的ホール照明（水銀灯）、トレーニングルーム照明
（蛍光灯間接照明）、廊下（蛍光灯間接照明及び蛍光灯ダウンライト）につい
て、経年劣化による灯体の不調や照度不足が見受けられるため、ＬＥＤ照明
化を行い、照度向上による利用者の安全確保を実現する。

照明設備改修一式

　平成30年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

　改修後、利用者および管理者へヒアリングを実施した結果、本改修
工事の実施により、「タイル目地や靴脱ぎ場の段差でつまづくことが
無くなった。」、「イベント時に廊下で行う受付がしやすくなっ
た。」、「廊下に掲示された掲示物が見やすくなった。」との意見が
得られたことから、「利用者が安全、安心して利用できる環境の整
備」、「施設の耐久性の向上」及び「美観の確保」につながったと評
価する。

　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業（防衛省）により整備
した旨を「多目的ホール２箇所」「トレーニングルーム出入り口２箇
所」、「廊下掲示板２箇所」に掲示し、利用者への周知を行った。

なし



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

29年度 30年度 31年度 32年度 計

円 円 円 円 円

2,635,000 16,560,000 19,195,000

交付金額 2,635,000 14,570,000 17,205,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　平成29年度から平成30年度

　井堰改良　N=1門

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設：稲童下地区井
堰・改良工事）整備事業

　行橋市長

　行橋市大字稲童

　本地区の井堰は、長年の使用により損傷が激しく、また板堰であるため作業に
危険が伴い、多くの労力を要している。

　そこで、調整交付金事業で井堰を整備することにより、用水の確保、農作業効
率の向上及び農業経営の安定を図る。

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

　井堰が整備されたことで、地域住民から「取水及び井堰の管理が安全か
つ容易になった」との意見が寄せられており、地域住民の利便性の増進が
図れた。

   また、工事着手前に地元説明会を開くとともに、工事看板に本工事は
防衛省の特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を記載し周
知した。

なし

なし



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

３０年度 計

円 円 円 円 円 円

7,670,240 7,670,240

交付金額 7,500,000 7,500,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　工事完了後に指定管理者及び夜間利用者から利用環境を聴取したとこ
ろ、照明が明るくなり、安全に利用できるようになったとの意見が多く寄せら
れた。

　また、工事着手前に、指定管理者及び利用される各団体(テニス協会等)へ
「特定防衛施設周辺整備調整交付金事業」であることを説明し周知し、工事
完了後には、市ホームページ及び指定管理者の運営ホームページに「特定
防衛施設周辺整備調整交付金事業」により照明灯を改修した旨を掲載し、
利用者へ周知した。

なし

なし

平成３０年度

照明設備改修　２灯用　２基　　４灯用　３基　（1kw相当）

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する
施設：総合公園テニスコート）整備事業

　行橋市長

　行橋市大字今井

　市の北部に位置する総合公園テニスコートは、年間を通じ日中だけでな
く、夜間も多くの市民に利用されている。

　しかし、施設照明灯（中央部）の照度が低く市民より中央部が少し暗くプ
レーしづらいなどの意見があり、夜間の使用に支障を来していることから、照
明灯を改修し照度を改善することにより、利用者の安心安全を確保する。



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成
30
年度

計

円 円 円 円 円 円

37,828,080 37,828,080

交付金額 36,000,000 36,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　中間検査及び完了検査を実施し、安全性の向上が確認され、当該消防施
設を長寿命化することができた。

　当該消防施設のオーバーホールが「特定防衛施設周辺整備調整交付金」
によって行われたことを、行橋市の公式フェイスブック、市発行の広報誌（市
報）へ掲載し周知を図った。

なし

なし

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

築城飛行場関連特定事業（防災に関する事業：はしご車オーバーホー
ル事業）

行橋市長

福岡県行橋市中央一丁目９番９号

　経年劣化した当市消防本部所有のはしご車を「消防自動車のオーバー
ホール標準実施基準」（平成15年3月付け「消防自動車のオーバーホールに
係る実施基準検討会」報告書）に基づきオーバーホールを実施することによ
り、当該消防施設を長寿命化することをもって、消防力と地域住民の安全安
心を維持する。

はしご車オーバーホール　１台

平成３０年度


